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◆トピックス

「東京都 港区 エコライフ ・ フェア M I N A T O   2 0 2 5」 に協会が出展しました。

啓発グッズの配布・展示を通じて、3 Rの重要性を来場者に紹介。
子どもから大人まで楽しみながら参加いただき、地域住民や企業の
意識向上を促し、日常生活における環境行動の実践につなげました。

  

◆散乱防止トピックス

廃棄物資源循環学会

第 3 6回廃棄物資源循環学会において、協会は研究発表「導入自治体調査結果からみたアダプト・プログラ
ムの問題点と課題」を実施しました。
全国の導入自治体を対象とした調査結果から、参加者の高齢化と活動団体の減少が最も重要な課題である

ことが明らかになりました。広域自治体（都道府県）は組織的・構造的課題、基礎自治体（市町村）は活動
現場に密着した課題をより重視しており、自治体種別による対応策の違いも示されました。
今後は、高齢者が無理なく参加できる環境整備や、地域での世代交代の円滑化が重要です。また、認知度

向上のための情報発信や民間参画も普及促進には不可欠と考えられます。参加者からは「アダプト・プログラ
ムに対する認知が高まった」、「普及のための課題を考える機会となった」との声が寄せられました。
また同時開催の市民フォーラムでは、協会のアダプト・プログラム

推進活動を紹介しました。協会は活動団体への助成、自治体向けのセ
ミナー・ワークショップ、情報提供やノウハウ共有を通じた、地域活
動の支援と、企業や市民の寄付を活動団体に橋渡しするドネーション
プラットフォームの運営により活動資金を長期的に支える仕組みを提
供していることを紹介しました。

  
「環境流出飲料容器調査」 （中間報告）

本年より実施の、環境流出飲料容器調査では、フィールド調査を終了し
た段階です。今回の調査時期・地域では散乱物は河川沿いや街路樹付近に
多く分布し、数量では缶（特にアルミ缶：酒類）が最も多く、容積ではペッ
トボトルが最多である状況でした。また、この両者でホットスポットが異
なる状況をヒートマップより明らかとしました。「缶・ペットボトルを中心
に散乱物が多く、特定の場所に集中している」状況から、今後は発生源や既存対策との関連を精査し、改善策（散
乱防止・水平リサイクル推進）を検討していく流れとしています。  

◆環境学習支援 ： トピックス

こども環境学会高知大会

高知で開催されたこども環境学会 2 0 2 5 大会にて、協会は「環境美化教育
優良校・社会に開かれた教育実践奨励賞 同時受賞校の地域連携分析」を発表
しました。
対象となった受賞校は、地域社会と連携した持続可能な教育活動を展開し

ており、環境美化やごみ問題解決のための実践を通じて、生徒の主体的学びを
促進しています。発表では、地域課題を教育プログラムに組み込むことの有効
性や、地域資源の活用、学校とコミュニティとの協働の重要性が示されました。
分析では、成功の要因として、①地域課題をテーマに据えた実践活動、②地域の自然・文化資源を活かし

た体験学習、③地域・学校間の連携と協力関係の構築の三点が挙げられ、持続可能な学びを生む要素として
全国の教育関係者に共有されました。
大会は対面・オンラインのハイブリッド形式で行われ、全国の教員や研究者、行政担当者が参加。環境教

育の質向上や地域連携の推進、地域課題解決に向けたモデル事例の普及に大きな意義がありました。
参加者からは「地域と学校が一体となる活動の重要性がよく分かった」、「子どもが主体的に地域課題に取

り組む姿が参考になった」との声が寄せられ、学びと実践の両立に向けた示唆を得る機会となりました。
  

埼玉県大宮商業高校　出前授業

令和 7年 3月 1 9日（水）大宮商業高校で、食品容器リサイクルや
地域美化活動に関する環境問題に関する講演会を実施しました。
1 7 9 名の生徒に対し、「3 Rから始める循環型社会～リサイクルが紡

ぐ未来と、私たちの日常～」というテーマで、日常生活でのごみ削減・
分別・リサイクルの重要性を説明し、企業活動での３R実践事例を紹介。
質疑応答では企業の具体的な取組の意義について意見交換も行い、生徒達は、これから社会人となる際に

企業の見極めとして、「企業理念・仕事内容・給料や福利厚生」のほか、「環境への配慮」という視点も重要
であることを理解しました。本講演はキャリア教育の観点からも有意義であり、環境学習の理解促進・地域貢
献意識の向上に役立っています。
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地方連絡会議 ・ ブロック会議の開催
2 0 2 5 年度の重点テーマである「地域と連携し持続可能な社会を目指す」に基づき、地方連絡会議間・

事務局との連携強化による情報共有・意思疎通の推進、事業の理解、地方連絡会議活動活性化のため、「ブ
ロック会議」を開催しました。
会員団体の取組、環境美化教育最優秀校の取組を共有しました。会議では環境美化教育普及のため

の施策アイデアも議論され、参加者同士のネットワーク強化や情報共有により、今後の活動充実に向
けた基盤が整備されました。

開催スケジュール

開催日 開催地

中国・四国・九州・沖縄ブロック 7 月 8 日 TKP 博多口カンファレンスセンター

東海・北陸・近畿・中国・四国ブロック 7 月 23 日 TKP 新大阪ビジネスセンター

北海道・東北・関東甲信越ブロック 8 月 26 日 TKP ガーデンシティ PREMIUM
東京駅丸の内中央

環境美化教育最優秀校の取り組み講演

朝倉市立蜷城小学校 田辺市立本宮中学校 川口市立安行小学校
学校長　堀田尊先生（7月 8日） 学校長　森拓也先生（7月 2 3 日） 教諭　菊次哲也先生（8月 2 6 日） 

ワークショップ

会議参加者をそれぞれグループ分けし、ワークショップを開催しました。

アダプト ・ プログラム支援のための寄付金を募集中

当協会では、アダプト・プログラム助成について、その裾
野の拡大を図るため、アダプト・プログラム活動に共感され
た個人の方々や企業からの寄付金の募集を行っております。
いただいた寄付金は、「アダプト・プログラム」に取り組む

グループやチームへの支援・助成に使用させていただきます。
街をきれいにする活動を応援して下さい。
詳しくは食環協のホームページをご覧ください。
h t t p s : / / k a n k y o b i k a . o r . j p / a d o p t / a d o p t - p r o g r a m / d o n a t i o n s
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地方連絡会議の活動

【京都地連】 「琵琶湖 ・淀川流域シンポジウム×ごみゼロ大作戦」 に参加しました

■日　時：令和 7年 3月 1 2 日
■場　所：琵琶湖疏水周辺（清掃活動）
　　　　　京都市勧業館みやこめっせ
　　　　　�（ワークショップ、ポスター展示、蚤の市、古着・ふろ

しきの回収）
■参加者：山名 裕之（ダイドードリンコ株式会社）
■主　催：京都市まちの美化事業団
 

【北海道地連】 �「ごみゼロの日 （5月 3 0日）」 における廃棄物不法投棄防止 ・ 空き缶等ポイ捨て防止に係わる�

街頭啓発

「ごみゼロの日（5月 3 0 日）」に、札幌市内で街頭啓発を実施しました。通行者に対し、不法投棄防止や
空き缶・ペットボトルのポイ捨て防止を呼びかけ、啓発グッズも配布しました。
自治体職員や地元団体、ボランティアが協力し、通行者と直接コミュ

ニケーションを図ることで、市民の意識向上に貢献。地域社会におけ
る清掃活動の重要性を広く伝える機会となりました。
■日　時：令和 7年 5月 3 0 日
■会　場：J R札幌駅　西コンコース、南口広場
■参加者：梁川 正紀（ポッカサッポロ北海道株式会社）、
　　　　　鈴木 大介（北海道コカ・コーラボトリング株式会社）
■主　催：北海道　h t t p s : / / w w w . p r e f . h o k k a i d o . l g . j p / k s / j s s / g o m i z e r o . h t m l
 

【兵庫地連】 �「クリーンアップひょうごキャンペーン」 キックオフ （5 / 3 0）�

「クリーンアップひょうごキャンペーン　G r a t e f u l D a y」 （9 / 2 0） に参加 ・協力しました。

甲子園浜海浜公園沖地区を中心に、住民や団体と協力した清掃活動、神戸メリケンパークでの清掃用具や
啓発グッズの配布を行いました。
活動を通じて地域住民の交流も生まれ、今後の継続的な清掃活動の推進や地域参加意識向上につながりま

した。
■日　時：令和 7年 5月 3 0 日、9月 2 0 日
■場　所：甲子園浜海浜公園沖地区、メリケンパーク（神戸市中央区）、諸寄海岸（新温泉町諸寄）
■参加者：山名 裕之（ダイドードリンコ株式会社）、
　　　　　山本 昌洋・芝﨑　未知代（コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社）、
　　　　　松沼 孝（企画委員／元兵庫地連：全国清涼飲料連合会）
■主　催：クリーンアップひょうごキャンペーン推進協議会
■食環協グッズの提供
　ボールペン・ハンドタオル

【静岡地連】 「三保真崎海岸清掃活動」 に参加しました。

地元企業や自治体、住民ボランティアが参加し、漂着ごみやペットボトルを集め、海岸環境の保全に努め
ました。
活動後には回収量を確認し、今後の清掃活動への意識を高めるとともに、地域住民との交流も深めました。

海洋ごみ削減や地域美化の啓発を目的に、毎年恒例の取り組みとして継続し
ています。
■日　時：令和 7年 6月 7日
■場　所：静岡市　清水区　三保真崎海岸
■参加者：4 3 社　5 1 2 名
■食環協関係 参加者：髙山英之（静岡ミツウロコフーズ株式会社）他　7名
■回収したごみの量：2 1 袋　9 0 k g
■主　催：静岡市環境保全推進協力会
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食環協（食品容器環境美化協会）は、「環境美化」を目的に、全国の飲料メーカー団体が組織した公益社団法人です。
設立は1973年。設立以来、「ポイ捨て防止」キャンペーンをはじめとする多面的なＰＲ活動を展開しています。
また、「日本版アダプト・プログラム」の情報センターとして、積極的な調査・研究・普及活動を進めています。

私たち「食環協」が、アダプト・プログラムをサポートしています

「統一美化マーク」をここに掲げて…
「のんだあとはリサイクル」
あちらこちらでお目にかかるこのマーク、じつは「統一美化マーク」と呼ばれています。
1981（昭和56年）以来、食環協から消費者のみなさまへのメッセージとして、
新聞・テレビ広告、自動販売機、道路沿いの立看板、のぼり、横断幕などに登場しています。

全国をカバーする拠点網「地方連絡会議」が地域に密着して活動

地方連絡会議は、県単位（もしくは同じエリアの複数県）で、その地域に拠点（支社、支店、営業所、
工場など）のある飲料メーカーで構成し、全国各地で42の「地方連絡会議」が活動しています。

地方連絡会議は、学校表彰事業や地方における環境イベントなどについて、
地方公共団体、市民団体、報道機関などへ連絡・調整を行っています。

北海道

青森秋田
山形

新潟
長野

北陸
滋賀

岩手

宮城
福島

栃木

千葉
埼玉

神奈川

京都

兵庫
岡山

山陰
広島

山口

群馬

山梨 静岡
愛知
三重・岐阜

奈良
大阪

和歌山

長崎

福岡
佐賀

大分

熊本

宮崎
鹿児島

川
香

知
高

媛
愛

島
徳

沖縄

公益社団法人 食品容器環境美化協会（食環協）
〒108-0023 東京都港区芝浦2-15-16 田町K・Sビル6階
TEL. 03-5439-5121　FAX. 03-5476-2883　
URL https://www.kankyobika.or.jp/

一般社団法人全国清涼飲料連合会 日本コーヒー飲料協会

［編集・発行］

一般社団法人全国トマト工業会 コカ･コーラ協会
一般社団法人日本果汁協会 ビール酒造組合

食環協を構成する飲料メーカー６団体

「ポイ捨て防止」の啓発キャンペーン
統一美化マーク（上記）のもと、各種媒体やメディアを通じて、散乱
防止の啓発に努めています。
これまで駅や社内のポスター・ステッカー、道路沿いの立看板、ポ
スターの掲出、バスラッピング広告など、時々の情勢に応じた方法
で、散乱防止を呼びかけています。

環境教育支援

まち美化キッズ 検索

学校での環境美化教育を応援していくた
め、毎年、環境美化の教育と実践に熱心
に取り組んでいる全国の小中学校を表彰
しています。

表彰式

「なぜまちをきれいにするの？」「どうしてポイ捨
てしてはいけないの？」ということを子供たちに
考えてもらえるよう問題提起型の内容になって
います。また、教育現場に即したツールを意識
し、効率よく学習
できる要素を盛り
込み、様々な授業
展開が可能なよ
うに努めました。

児童向け環境学習サイト
「まち美化キッズ」の提供環境美化教育優良校等の表彰 先生向け学習ガイドの提供

植物油インクで印刷されています。

環境教育の重要性が増す中、環境美化教育
が圧縮される傾向に対応し、コンパクトに
授業が実施できるよう現場教師の意見を反
映する工夫を入れました。また、「まち美化
キッズ」教材と連動し
て、授業が展開できる
よう、学校教師の指導
書として制作し、2022
年 3 月改訂しました。

ポイ捨て防止の啓発ポスター

茨城
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